
原子力災害医療基礎研修
原子力防災の基礎や測定器の知識を習得しよう

2023年度

全６回 ６/11/２月開催
受講無料

web開催

各定員50名

令和5年度 福岡・佐賀・長崎・鹿児島

第１回 ６月４日（日）

第２回 ６月５日（月）

第３回 11月11日（土）

第４回 11月13日（月）

第５回 ２月17日（土）

第６回 ２月19日（月）

原子力災害医療研修は
ステップアップ方式です。
詳しくは裏面へ。

＜対象＞
地方公共団体、
原子力災害拠点病院、
原子力災害医療協力機関、
高度被ばく医療支援センター
で原子力災害医療に関わる
職員等

https://retms.nirs.qst.go.jp/retmsWeb/top

お申込

QRを読み込みログイン後
お申し込みください！

共催

第１回 ８：30-13：00

第２-６回 12：30-17：00

福岡県、佐賀県、長崎県、鹿児島県
九州７原子力災害拠点病院／２原子力災害医療協力機関
診療放射線技師会(福岡,佐賀,長崎,鹿児島) ／
長崎大学原子力災害対策戦略本部

＜内容＞
講義1 原子力防災体制
講義2 放射線の基礎
講義3 放射線の影響
講義4 放射線防護
講義5 汚染検査・除染
講義6 安定ヨウ素剤
講義7 避難退域時検査
講義8 避難と屋内退避時の

支援

問合せ

長崎大学 原子力災害対策戦略本部 TEL ０９５-８１９-８５３６



九州の原子力災害拠点病院は７

佐賀県 ：佐賀県医療センター好生館
唐津赤十字病院
佐賀大学医学部附属病院

福岡県 ：九州大学病院
長崎県 ：長崎医療センター
鹿児島県：済生会川内病院

鹿児島大学病院

原子力災害医療体制

受入れ
汚染の有無にかかわらず

！
原子力災害時に傷病者等発生

原子力災害拠点病院

原子力災害医療派遣チーム保有
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高度被ばく医療支援センター

専門的助言を行うとともに、拠点
病院で対応できない傷病者受入れ

教育研修等を実施

！ 原子力災害時平時

原子力災害医療・総合支援センター
原子力災害医療派遣チーム保有

平時

ネットワーク構築、
情報交換

！ 原子力災害時

原子力災害医療派遣チームを派遣
するとともに、管轄の原子力災害
医療派遣チームの派遣調整を行う。

新研修体系

原子力災害医療基礎研修基礎

原子力災害医療中核人材研修

原子力災害医療
派遣チーム

ホールボディ
カウンター

研修

甲状腺簡易
測定研修

染色体分析
研修

高度専門
被ばく医療研修

講師養成
研修

体外計測
研修

バイオアッセイ
研修

高度専門
染色体分析

研修
高度専門

令和３年度から開始された新しい被ばく医療研修体系は、「基礎」「専門」「高度専門」
に分かれます。

原子力災害医療派遣チーム保有

長崎県には全国でも珍しく
原子力災害医療派遣チーム保有の
原子力災害医療協力機関が２
長崎県：長崎原爆病院

佐世保市総合医療センター

九州は
長崎大学

専 門
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